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「ま・なびの杜」では前号から、カルチャーネット参加団体によ

る座談会の様子を掲載し、各団体の現状などについて紹介してい

ます。 

 第２回目となる今回は、鹿嶋市文化協会、鹿嶋市体育協会、茨

城大学地域総合研究所鹿嶋研究センターの各代表者に、「市民の

要求にどう応え、どういう活動をしていくか」や「市民と行政の

あるべき１０年後の姿」などについて話していただきました。 



大川：それでは、各団体の設立経過、背景などをお願いします。 
谷田川：文化活動は生活の豊かさを示すバロメーターです。最初、鹿

嶋の文化活動は企業の従業員とその家族が中心になり広められ

てきました。いくつものサークルや小さな団体が意欲的に活動して

いたので文化協会のような組織がなくても対応できたのです。しか

し、市民全体に文化活動を広め発展させていくために、どうしても

文化協会が必要であるとの声が高まり、平成１１年３月、１１連盟１

団体、１５００名の会員によって鹿嶋市文化協会を設立しました。

近隣町村の中で最も遅い立ち上げでした。その後、１連盟１団体

が会の事情によって退会しました。現在、１０連盟、１５００名の会

員が切磋琢磨し、鹿嶋市芸術文化の振興と啓発、個々の向上を目指し活動しています。 

高須：鹿嶋市体育協会の設立経過ですが、昭和49年に茨城県で国体が実施され、それと前後して国体の受

け皿として各市町村に団体を設置するように県からの行政指導がありました。それを受け、旧鹿島町では

昭和43年に、旧大野村では昭和47年に組織を設立したという背景があります。現在、体育協会は約6千

人の会員を有しています。鹿嶋市の人口は約6万5千人ですから、現在の会員数は人口の1割程度でし

かありません。会員以外にも各人でスポーツに親しんでいる方はたくさんいるわけですが、やはり1万人くら

いの会員は募っていきたいですね。 

帯刀：鹿嶋研究センターは、文化協会や体育協会のように実際に市民の方が会員でいて、日常的に色々な展

覧会やスポーツ大会を開催するという事とは少し違っております。私たちは、鹿島開発から始まり第2の開

発と言われるアントラーズの発足、そして現在に至るまでの鹿嶋市について長い間、学術的な調査・研究

をさせていただいております。 

大川：ありがとうございます。それぞれの団体の設立の経緯や現状が分かりました。次は、市民の要求にどう応
え、どういう活動を展開していこうとしているのかを教えてください。 

高須：体育協会やスポーツに求められているものはまず、青少年の健全育成です。それから競技団体に属さ

ない方たちにもスポーツの機会を提供することです。これからは、健康管理型スポーツやシニア世代の

生活の一つのアクセントとしてのスポーツ、ソフトスポーツのリハビリ活用など、体を動かすことがすべてス

ポーツとされる時代ですので、要求が非常に多岐にわたってくると思います。それらの要求に対処するた

めにも私たちは役員・協力団体を含めて勉強していく必要があると考えています。また、そのためには行政

も縦割りではなくて横断的な事業展開をしていただきたいと思います。体育協会を認知してもらい、市民

側の代表としてリーダー的な役割を果たせるように活動を継続していこうと考えています。 

谷田川：文化協会の発表会は毎年２月から３月に全連盟が参加し文化フェスティバルとして開催しています。 

文化フェスティバルは文化協会会員の発表会ですが、会員以外の方も自由に参加できる発表会もいく

つかあります。芸術祭、鹿嶋市美術展、芸能祭や音楽祭など。 

鹿嶋市に市民ギャラリーができました。市民音頭が普及しています。鹿嶋市の文化活動は全般にレベ

ルが高いと評価されてきました。会場に足を運び、学び、楽しみ、味わっていただきたいと希望します。 

今後の課題は将来、鹿嶋文化の担い手となる若い人たちの参加、更に、鹿嶋市だけでなく中央にも

発表の場を広げられるような人材の育成を図っていきたい。 

帯刀：市役所や経済団体の要望に応えるだけじゃなくて、もう少し皆さんと一緒に調査研究事業を計画・構想

できるようにしていこうと思っています。また、地域社会の市民のみなさんのニーズに応えて、高次な学

習要求に応える学習機会の提供や調査研究活動などをやっていきたいと考えています。他の団体の

皆さんも何か調査研究のご要請あれば申し込みいただければと思います。 

大川：それでは最後に、行政と市民のあるべき10年後の姿ということでお願いします。 

▲会長 

 谷田川  卓  氏 

［主な活動内容］ 

○加盟団体の指導育成及び文化活動普及 

○加盟団体の交流と会員相互の融和 

○文化フェスティバルの開催 

○芸術文化の紹介 

○芸術文化振興のための調査研究 

《 団体データ 》 

［名称］ 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市平井1187-1 

℡ 82-2911

［設立年月日］ 

平成11年3月13日 
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谷田川：秋には色々な文化的な行事が開催されます。類似した行事の

連携が薄く、参加する側の市民が混乱をしています。行政間の分

担の整理や見直しも必要ではないでしょうか。秋季に行われる各

種文化的な行事の開催について次のような提案をいたします。 

高須：まとめるのは非常に難しいんですが、今、市長が中心になって協働

のまちづくりに取り組んでいる。それは自分なりに解釈しますと行政

帯刀：谷田川先生が提起された件はセンターでも考えさせていただきま

す。非常に重要なテーマになりえますので。鹿嶋というのは神宮の

門前町として発展をして、鹿島開発で工業関連の企業が入って

きた。門前町から工業都市、そしてアントラーズのホームタウンと

発展してきています。ですから、体育にしろ芸術文化にしろそうい

う３つの性質があると思います。しかも最近、チームプレーがだん

だん嫌われてきているわけです。この状況はしばらく続くとみてい

て、多様化に対応せざるをえないでしょう。すると、さきほど谷田川

先生がおっしゃられたように色々なことをやろうとしても、なかなか

一筋縄ではいかず、バラバラになってしまって地域全体でまとまっ

たパワーが生まれない。ここで、もう1度コミュニティを整理しなお

してみるのが１つの手法かなと思うんです。日立市なんかは小学

校の通学区ごとに昭和40年くらいからまちづくりを組織化してて、

活発にしているところは非常に高い成果を上げています。そういうのは鹿嶋でも参考になるのかなと思いま

すね。行政・市民・企業は対等の立場でパートナーとしてやっていくっていうのが協働のまちづくりの基本

的な考え方だと思います。もう少し市民の皆さんも市役所に任せるんじゃなくて、自立的に色々なことを

やっていただかなればならないと思います。茨城県はNPO法人がすごく少ないのですが、自立的に活動し

ていくためにはNPO法人も必要だと感じているので、なぜNPOがうまく育たないのかを研究したいと思って

います。いずれにしても行政・市民・企業が対等な立場で切磋琢磨する状態をどうやって鹿嶋で実現し

ていくかっていうのが研究センターとして考えるべきところかなと思います。 

大川：まとめますと、高須理事長や帯刀センター長の話にもあったように、これからは従来の「中心に何らかの
組織のあるネットワーク」ではなく、行政・市民・企業が対等な立場、同じ視点で物事に取り組み、各組

織が柔軟に連携していく「中心のないネットワーク」を構築していく必要があるということですね。今日
はありがとうございました。 

サイドと住民・市民が同じ視点で物事に取り組みましょう、将来の鹿嶋を構築していきましょうという市長の

提案なんだろうと思うんですね。 その意味では将来という部分について、これから健康に主眼をおいたス

ポーツの推進っていうのは非常に要求度合いが高まってくるだろうと思います。10年後、スポーツがどう

なるのかはわかりませんが、将来的には個人で勝ち負けを競うスポーツが主流になってくるだろうと思いま

す。だけどそういうものばかり推奨していくと地域づくりのためのスポーツの活用っていうのが成り立たなくなっ

てきてしまう。だから、競技主体のスポーツと地域づくりのためのスポーツ、その辺りのバランスの取り方

がこれから要求されてくるのかなと思います。これから先、市町村の体育協会が一番考えなければならな

いのは、スポーツによる波及効果って何なのかっていう部分じゃないかと思います。 

▲理事長 

 高須 俊雄 氏 

［主な活動内容］ 

○市民の健康及び体力づくりの推進 

○加盟団体の充実発展と相互の連絡調整 

○各種競技大会，講習会，研究会等の実施

及び援助 

○スポーツ指導者の養成と資質の向上 

○スポーツ団体等の育成 

○スポーツに関する広報活動 

○スポーツに関する功労者の表彰 

《 団体データ 》 

［名称］ 

 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市神向寺23-2 

( ) 

℡ 83-1600 

［設立年月日］ 

 平成８年４月１２日 

▲センター長 

 帯刀 治 氏 

［主な活動内容］ 

○研究および調査 

○資料の収集・整理・保管 

○研究成果の発表 

○研究会・講演会・講習会などの開催 

○研究調査の受託および委託 

○官公諸機関・民間団体との共同研究・調査 

《 団体データ 》 

［名称］ 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市宮中4631-1  

( ) 

℡ 83-1551 

［設立年月日］ 

 平成16年10月 
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文化・教育・環境 

スポーツ 

文化・教育・環境 

スポーツ 

文化・教育・環境 

（11月～１月）  ※詳しくは各団体連絡先(P.6参照)までお問合せください。 

スポーツ 
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カルチャーネット団体から 

の募集とお知らせ 

E-mail nk21office@sopia.or.jp

イベントカレンダー記載事業参加者募集中 

サンクトペテルブルグ室内合奏団 

クリスマス／アヴェ・マリア 

[時] 平成19年12月7日（金）  

開演 18:30 （開場 18:00） 

[所] 鹿嶋勤労文化会館ホール 

[費] 全席指定 4,000円  

   ※完売の際にはご容赦願います 

[問] 鹿嶋勤労文化会館 

    TEL 0299-83-5911 

開館20周年記念事業 

 詳しくは事務所まで連絡下さい 

[問] ＮＰＯ法人かしまスポーツクラブ 

    TEL 0299-82-9042 

[時] 平成２０年２月３日（日）１３：００～ 

[所] 鹿嶋市勤労文化会館ホール 

[参加資格] 鹿嶋市、及び鹿嶋市近隣に在住・在勤

の外国人（帰化していても結構です） 

[締め切り] 平成１９年１１月３０日（金） 

[申込方法] 鹿嶋市役所まちづくり推進課窓口にある

申込書に記入するか、または、電話・ＦＡＸ・メールの

いずれかで①name ②address ③telephone-

number ④A native place countryを記入の上、上記

窓口に提出。 

[問] 鹿嶋市国際交流協会 

   （鹿嶋市役所まちづくり推進課内事務局） 
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期 間 平成19 年11 月11 日(日)～11 月12 日(月) 

会 場 鹿嶋市卜伝の郷運動公園多目的広場 

主 催 厚生労働省，茨城県，(財)長寿社会開発センター 

    ねんりんピック茨城2007実行委員会 

    鹿嶋市，ねんりんピック茨城2007鹿嶋市実行委員会 

主 管 茨城県グラウンド・ゴルフ協会 

後 援 (社)日本グラウンド・ゴルフ協会 

問合せ ねんりんピック茨城2007鹿嶋市実行委員会事務局（鹿嶋市役所介護長寿課内） 

    TEL 0299-82-2911 FAX 0299-83-7809 


